
 

 

 

       

 

待
ち
合
わ
せ
は

1
7

時
、
高
架
下
で 

       

   



 

 

【

人

物

一

覧

表

】

 

牧

田 

マ

キ

(
1

6
)
 

・

・

・

女

子

高

校

生

。

主

人

公

 
墨

田 
吉

規

(
1

9
)
 

・

・

・

芸

術

大

学

生

 

先

生

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・

・

・

マ

キ

の

担

当

教

員

 

                



 

 

【

あ

ら

す

じ

】

 

女

子

高

校

生

の

牧

田

マ

キ
（

1
6

）
は

、
自

己

表

現

が

苦

手

で

、

自

分

の

意

見

を

言

う

こ

と

、

持

つ

こ

と

に

抵

抗

を

感

じ

て

い

た

。

特

に

親

の

期

待

に

応

え

る

こ

と

が

マ

キ

の

行

動

、

発

す

る

言

葉

に

大

き

な

影

響

を

与

え

て

い

た

。

 

あ

る

日

、

マ

キ

は

千

駄

ヶ

谷

駅

近

く

の

高

架

下

で

、

芸

術

大

学

生

の

墨

田

吉

規

（

1
9

）

と

偶

然

出

会

う

。 

最

初

は

吉

規

の

不

思

議

な

言

動

に

疑

問

や

興

味

を

抱

き

、

吉

規

を

凝

視

す

る

マ

キ

で

あ

っ

た

が

、

彼

と

話

し

始

め

る

う

ち

に

、

徐

々

に

心

を

開

き

始

め

、

彼

の

描

く

絵

に

次

第

に

興

味

を

抱

く

よ

う

に

な

る

。

 

加

え

て

、
彼

と

の

出

会

い

の

中

で

、
抑

圧

さ

れ

て

い

た

自

身

の

考

え

や

将

来

へ

の

考

え

方

な

ど

、

彼

女

の

中

で

少

し

ず

つ

心

情

の

変

化

が

起

こ

り

始

め

る

。

 

吉

規

と

高

架

下

で

過

ご

す

時

間

と

並

行

し

て

、

壁

画

も

徐

々

に

完

成

に

向

か

う

。

し

か

し

あ

る

日

、

完

成

間

近

だ

っ

た

壁

画

は

突

然

、

何

者

か

に

よ

っ

て

消

さ

れ

て

し

ま

う

。

吉

規

は

壁

画

が

消

さ

れ

た

事

に

落

胆

す

る

。

一

方

で

、

マ

キ

は

吉

規

と

の

交

流

を

通

し



 

 

て

、

新

た

な

自

己

表

現

の

形

を

見

出

す

こ

と

が

可

能

に

な

っ

て

い

る

こ

と

を

自

認

し

て

い

る

。

吉

規

も

マ

キ

の

変

化

に

は

気

づ

い

て

お

り

、

今

回

の

創

作

期

間

に

意

義

を

感

じ

て

い

る

様

子

で

あ

る

。

 

              



 

 

1 

 

 

【

本

文

】

 

○

千

駄

ヶ

谷

駅

付

近

の

高

架

下

（

夕

）

 

人

通

り

が

少

な

い

閑

静

な

雰

囲

気

を

醸

し

出

す

高

架

下

。

電

車

が

通

過

す

る

音

が

頻

繁

に

響

き

渡

る

。
 

牧

田

マ

キ
（

1
6

）N

「

夢

は

声

に

出

し

て

言

っ

た

方

が

い

い

ら

し

い

」

 

高

架

下

の

手

摺

り

に

腰

を

掛

け

て

い

る

マ

キ

。 

有

線

の

イ

ヤ

ホ

ン

を

し

て

、

音

楽

を

聴

い

て

い

る

。

 

マ

キ

N

「

夢

を

叶

え

た

1
0

0

人

に

ア

ン

ケ

ー

ト

を

取

り

ま

し

た

。

彼

ら

は

ど

の

よ

う

な

場

面

に

て

自

分

の

夢

を

声

に

出

し

た

の

で

し

ょ

う

か

」

 

自

転

車

に

乗

っ

た

、

墨

田

吉

規

（

1
9

）

が

高

架

下

に

入

っ

て

く

る

。

 

マ

キ

を

チ

ラ

ッ

と

見

る

吉

規

。

 

マ

キ

は

吉

規

に

気

づ

く

様

子

は

な

く

、

音

楽

 

を

聴

き

な

が

ら

、

高

架

下

の

壁

を

一

点

凝

視

し

て

い

る

。

 

高

架

下

か

ら

出

て

い

く

吉

規

。

 



 

 

2 

 

 

高

架

下

の

壁

面

は

落

書

き

が

無

く

、

ま

っ

さ

ら

な

状

態

で

あ

る

。

 
マ

キ

N
「

私

は

ど

ち

ら

か

と

言

う

と

、

察

し

は

い

い

方

だ

」

 

タ

イ

ト

ル
「

待

ち

合

わ

せ

は

1
7

時

、
高

架

下

で

」

 

 

○

品

川

区

立

聖

心

高

等

学

校

・

教

室
 

タ

イ

ト

ル

「

1
1

月

5

日

」
（

火

）
」

 

先

生

「

い

い

か

、

君

た

ち

は

も

う

義

務

教

育

で

は

な

い

。

こ

れ

か

ら

は

自

分

の

意

見

を

持

ち

、

自

身

で

物

事

を

決

め

て

い

く

べ

き

な

ん

だ

」

 

約

3
0

名

の

生

徒

が

い

る

教

室

の

教

壇

に

て

、

先

生

が

熱

弁

を

振

る

っ

て

い

る

。

 

先

生

「

そ

の

予

行

練

習

が

こ

れ

か

ら

行

わ

れ

る

文

理

選

択

だ

」

 

真

面

目

に

話

を

聞

い

て

い

る

生

徒

も

い

れ

ば

、

友

人

と

こ

そ

こ

そ

話

し

の

談

笑

を

行

う

生

徒

も

い

る

。

 

マ

キ

の

視

線

は

ま

っ

す

ぐ

先

生

を

見

て

い

る



 

 

3 

 

 

が

、

手

元

で

は

ペ

ン

指

回

し

を

し

て

い

る

。

 

先

生

「

期

限

は

来

週

の

水

曜

日

ま

で

。

し

っ

か

り

親

御

さ

ん

と

も

相

談

し

て

決

め

る

ん

だ

ぞ

」

 
記

入

用

紙

が

前

の

席

か

ら

後

ろ

に

回

さ

れ

る

。 

記

入

用

紙

を

手

に

取

っ

た

マ

キ

は

、

受

け

取

る

と

す

ぐ

に

用

紙

を

2

つ

折

り

し

、

フ

ァ

イ

ル

に

仕

舞

う

。

 

 

○

千

駄

ヶ

谷

駅

付

近

の

高

架

下

（

夕

）

 

手

摺

り

に

腰

を

か

け

、

座

っ

て

い

る

マ

キ

。

音

楽

を

聴

き

な

が

ら

、

手

元

に

あ

る

携

帯

の

検

索

エ

ン

ジ

ン

で

調

べ

物

を

す

る

。

 

携

帯

画

面

「

文

系 

理

系 

稼

げ

る

」

 

表

情

を

一

切

変

え

ず

、

携

帯

を

触

り

続

け

る

マ

キ

。

 

自

転

車

に

乗

っ

た

吉

規

が

高

架

下

に

入

っ

て

来

る

。

 

吉

規

は

マ

キ

が

座

っ

て

い

る

反

対

側

車

線

に

自

転

車

を

停

車

さ

せ

、

手

摺

り

に

自

転

車

を

寄

り

か

け

る

。

 



 

 

4 

 

 

自

転

車

の

停

車

音

に

気

が

付

き

、

背

後

に

視

線

を

向

け

る

マ

キ

。

じ

っ

く

り

と

吉

規

の

様

子

を

伺

う

。

 
吉

規

は

自

転

車

を

停

車

さ

せ

た

後

、

高

架

下

の

壁

面

を

手

で

な

ぞ

り

始

め

る

。

そ

の

後

、

壁

面

に

対

し

て

、

近

寄

っ

た

り

、

離

れ

た

り

す

る

。

 

マ

キ

は

変

わ

ら

ず

、

吉

規

の

様

子

を

伺

っ

て

い

る

。

 

吉

規

は

突

然

、

目

の

前

の

壁

面

か

ら

背

後

に

あ

る

反

対

車

線

の

壁

面

へ

と

視

線

を

向

け

る

。 

マ

キ

は

突

然

こ

ち

ら

を

向

い

た

吉

規

に

驚

き

、

急

い

で

視

線

を

外

す

。

 

吉

規

が

マ

キ

に

向

か

っ

て

歩

い

て

く

る

。

 

マ

キ

は

携

帯

を

触

り

始

め

、

吉

規

の

存

在

を

無

視

す

る

か

の

様

な

態

度

を

取

る

。

 

吉

規

が

マ

キ

に

向

か

っ

て

歩

い

て

く

る

。

 

マ

キ

は

引

き

続

き

携

帯

を

触

り

、

吉

規

の

存

在

を

無

視

す

る

。

 

吉

規

は

マ

キ

の

横

を

通

り

過

ぎ

、

マ

キ

の

目



 

 

5 

 

 

の

前

に

あ

る

壁

面

を

手

で

な

ぞ

り

出

す

。

 

吉

規

は

マ

キ

に

一

瞬

視

線

を

向

け

る

が

、

マ

キ

は

変

わ

ら

ず

携

帯

を

触

っ

て

い

る

。

 
吉

規

は

再

び

壁

面

に

対

し

て

、
近

づ

い

た

り

、

離

れ

た

り

す

る

。

 

吉

規

は

小

声

で

「

よ

し

」

と

発

し

、

壁

面

か

ら

離

れ

る

。

 

吉

規

が

離

れ

て

い

く

様

を

、

俯

き

な

が

ら

も

目

で

追

い

か

け

る

マ

キ

。

 

自

転

車

の

ハ

ン

ド

ル

に

掛

か

っ

て

い

る

リ

ュ

ッ

ク

を

漁

り

始

め

る

吉

規

。

 

マ

キ

は

吉

規

の

言

動

に

疑

問

を

持

ち

、

目

の

前

に

あ

る

壁

面

を

不

思

議

そ

う

に

数

秒

間

、

凝

視

す

る

。

そ

の

後

、

音

を

立

て

な

い

様

に

足

元

に

あ

る

バ

ッ

グ

を

手

に

取

り

、

高

架

下

か

ら

急

ぎ

足

で

出

て

い

く

。

 

リ

ュ

ッ

ク

を

漁

り

終

え

、

画

材

を

手

に

持

っ

て

い

る

吉

規

は

、

遠

く

離

れ

て

い

く

マ

キ

の

姿

を

目

で

追

う

。

 

 



 

 

6 

 

 

○

都

道

4
1
4

号(

夕)
 

タ

イ

ト

ル

「

1
1

月

6

日

(

水

)

」 

天

気

は

雨

。

 
通

行

車

両

や

舗

装

面

に

強

い

雨

が

降

り

注

い

で

い

る

。

 

 

○

千

駄

ヶ

谷

駅

付

近

の

高

架

下

（

夕

）

 

高

架

下

の

壁

面

に

落

書

き

を

し

て

い

る

吉

規

が

い

る

。

い

つ

も

マ

キ

が

座

っ

て

い

る

歩

道

側

の

壁

面

に

落

書

き

を

し

て

い

る

。

 

傘

を

差

し

た

マ

キ

が

、

脚

を

引

き

ず

り

な

が

ら

も

、

駆

け

足

で

高

架

下

に

入

っ

て

く

る

。

 

高

架

下

に

入

っ

た

マ

キ

は

少

し

安

堵

し

た

表

情

を

し

、

傘

を

閉

じ

る

。

 

吉

規

の

存

在

に

気

づ

く

マ

キ

。

表

情

が

一

瞬

固

ま

り

、

足

も

止

ま

る

。

 

数

秒

後

、

高

架

下

か

ら

出

よ

う

と

傘

を

一

瞬

差

す

が

、

外

の

激

し

い

雨

模

様

を

見

て

、

外

に

出

る

こ

と

に

躊

躇

す

る

マ

キ

。

 

吉

規

に

視

線

を

向

け

る

マ

キ

。

 



 

 

7 

 

 

吉

規

は

マ

キ

の

存

在

に

気

づ

く

事

な

く

、

黙

々

と

壁

面

に

落

書

き

を

し

て

い

る

。

 

マ

キ

は

吉

規

の

様

子

を

見

て

傘

を

閉

じ

、

い

つ

も

と

反

対

側

の

手

摺

り

に

座

る

。

 

1
7

時

の

チ

ャ

イ

ム
『

夕

焼

け

こ

や

け

』
が

流

れ

る

。

  

○

千

駄

ヶ

谷

駅

付

近

の

高

架

下

（

夕

）
 

雨

は

変

わ

ら

ず

激

し

く

降

っ

て

い

る

。

 

吉

規

は

引

き

続

き

壁

面

に

落

書

き

を

し

て

お

り

、

マ

キ

は

手

摺

り

に

腰

を

か

け

、

音

楽

を

聴

き

な

が

ら

黄

昏

て

る

。

 

吉

規

は

一

つ

た

め

息

を

吐

き

、

壁

面

か

ら

離

れ

る

。

 

×
 

×
 

×
 

×
 

マ

キ

は

俯

き

な

が

ら

、
携

帯

を

触

っ

て

い

る

。 

手

の

甲

で

マ

キ

の

肩

を

叩

く

吉

規

。

 

急

な

出

来

事

に

驚

き

、

背

後

を

振

り

向

く

、

マ

キ

。

 

マ

キ

が

振

り

向

く

と

そ

こ

に

は

吉

規

が

い

る

。 



 

 

8 

 

 

吉

規

「

何

し

て

い

る

の

？

学

校

は

？

」

 

画

材

の

片

付

け

を

し

な

が

ら

マ

キ

に

問

い

か

け

る

吉

規

。

 
イ

ヤ

ホ

ン

を

外

す

、

マ

キ

。

 

質

問

が

聞

こ

え

て

い

な

か

っ

た

こ

と

を

察

し

た

吉

規

は

、

汚

れ

た

手

を

拭

き

な

が

ら

、

 

吉

規

「

何

を

し

て

い

る

の

？

最

近

、

い

つ

も

そ

こ

に

い

る

よ

ね

？

」

 

マ

キ

は

少

し

考

え

な

が

ら

、

 

マ

キ
「

…
…

え

ー

と

っ

、
何

も

し

て

な

い

で

す

。
あ

と

、

い

つ

も

じ

ゃ

な

い

で

す

」

 

吉

規

「

本

当

？

俺

が

知

る

限

り

、

君

5

回

は

も

う

何

も

し

て

な

い

け

ど

」

 

片

付

け

を

し

な

が

ら

平

然

と

答

え

る

吉

規

。

 

マ

キ

は

再

び

考

え

な

が

ら

、

 

マ

キ
「

…
…

部

活

で

怪

我

し

て

、
来

た

く

な

っ

て

来

て

い

ま

す

」

 

マ

キ

に

視

線

を

向

け

る

吉

規

。

 

マ

キ

の

足

元

は

ロ

ー

フ

ァ

ー

で

は

な

く

、

ス

ニ

ー

カ

ー

を

履

い

て

い

る

。

 



 

 

9 

 

 

吉

規

「

な

る

ほ

ど

ね

、

そ

れ

は

ご

愁

傷

様

」

 

吉

規

は

リ

ュ

ッ

ク

か

ら

レ

イ

ン

コ

ー

ト

を

取

り

出

し

、

画

材

を

詰

め

込

む

。

 
少

し

間

が

開

く

。

 

マ

キ

は

質

問

の

ネ

タ

を

考

え

よ

う

と

し

て

、

辺

り

を

見

渡

す

。
 

吉

規

は

レ

イ

ン

コ

ー

ト

を

着

な

が

ら

、

 

吉

規

「

君

今

何

年

生

？

て

か

、

何

歳

？

」

 

マ

キ

「

今

1
5

で

す

」

 

吉

規

「

中

学

生

？

」

 

マ

キ

「

い

や

、

高

校

生

で

す

」

 

吉

規

「

あ

ー

高

校

生

」

 

吉

規

は

頷

き

な

が

ら

、

レ

イ

ン

コ

ー

ト

の

ボ

タ

ン

を

は

め

る

。

 

少

し

間

が

開

く

。

 

吉

規

「

部

活

っ

て

何

や

っ

て

い

る

の

？

」

 

マ

キ
「

陸

上

で

す

。3
0

0
0

m

障

害

っ

て

い

う

地

味

な

や

つ

で

す

」

 

吉

規
「
（

苦

笑

し

な

が

ら

）
地

味

っ

て

い

う

な

よ

、
自

分

の

フ

ィ

ー

ル

ド

を

」

 



 

 

10 

 

 

マ

キ
「

い

や

、
で

も

本

当

に

冗

談

抜

き

で

地

味

で

…
…

」 

ま

た

、

少

し

間

が

開

く

。

 
吉

規

「

動

画

や

写

真

撮

ら

な

い

の

？

」

 

マ

キ

「

え

？

」
 

自

転

車

に

ま

た

が

る

吉

規

。

一

方

、

キ

ョ

ト

ン

と

し

た

表

情

を

す

る

マ

キ

。

 

吉

規

「

ほ

ら

、

今

時

の

子

は

俺

み

た

い

に

モ

ラ

ル

に

反

し

た

奴

を

見

つ

け

た

ら

、
す

ぐ
S

N
S

に

ア

ッ

プ

す

る

じ

ゃ

ん

。

あ

ー

い

う

の

や

ら

な

い

の

？

」

 

マ

キ
「

あ

ー

。…
…

私

は

あ

ん

ま

り

そ

う

い

う

の

や

ら

な

く

て

。S
N

S

は

捨

て

垢

で

好

き

な

歌

手

の

こ

と

調

べ

る

く

ら

い

で

」

 

吉

規

「

ふ

ー

ん

。

…
…

や

っ

ぱ

大

丈

夫

か

」

 

マ

キ

「

え

？

」

 

吉

規

は

自

転

車

を

漕

ぎ

出

し

な

が

ら

、

 

吉

規

「

明

日

も

来

る

の

？

」

 

首

を

傾

げ

る

マ

キ

。

 

吉

規

「

明

日

も

こ

こ

に

来

る

の

？

て

聞

い

て

い

る

」

 

マ

キ

は

首

を

縦

に

振

り

、

狼

狽

え

な

が

ら

、

 

マ

キ

「

た

、

た

ぶ

ん

…
…

」
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吉

規

「

お

け

ー

、

明

日

も

ね

」

 

マ

キ

は

完

全

に

理

解

し

切

っ

て

い

な

い

表

情

を

し

な

が

ら

も

、

ゆ

っ

く

り

と

首

を

縦

に

振

る

。
 

吉

規

は

自

転

車

を

漕

ぎ

な

が

ら

、

背

後

の

マ

キ

に

対

し

て

振

り

向

く

事

な

く

、
手

を

振

る

。 

マ

キ

は

そ

の

様

子

を

目

で

追

い

か

け

る

。

 

 

○

千

駄

ヶ

谷

駅

付

近

の

高

架

下

（

夕

）

 

タ

イ

ト

ル

「

1
1

月

7

日

(

木

)

」 

1
7

時

の

チ

ャ

イ

ム
『

夕

焼

け

こ

や

け

』
が

流

れ

る

。

 

高

架

下

に

は

マ

キ

一

人

し

か

い

な

い

。

 

マ

キ

は

手

摺

り

に

腰

を

か

け

、
座

っ

て

い

る

。

携

帯

は

触

っ

て

お

ら

ず

、

音

楽

も

聞

い

て

い

な

い

。

 

落

ち

着

か

な

い

様

子

で

待

っ

て

い

る

マ

キ

の

元

に

、

自

転

車

に

乗

っ

た

吉

規

が

遠

く

か

ら

向

か

っ

て

来

る

。
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○

高

架

下

付

近

の

道

中

 

吉

規

は

高

架

下

に

い

る

マ

キ

の

存

在

に

気

づ

き

、

手

を

振

る

。

 

 
 

 
 

○

千

駄

ヶ

谷

駅

付

近

の

高

架

下

（

夕

） 

マ

キ

は

右

手

を

上

げ

る

が

、

手

の

振

り

方

が

分

か

ら

な

く

な

り

、

上

げ

た

ま

ま

固

ま

る

。

 

 
 

高

架

下

に

到

着

す

る

吉

規

。 

マ

キ

の

右

手

は

上

が

っ

た

ま

ま

で

あ

る

。

 

マ

キ

の

様

子

を

見

た

吉

規

は

口

角

を

上

 
 

 

げ

な

が

ら

、

 

吉

規

「

ど

う

し

た

の

？

腱

鞘

炎

に

な

っ

ち

ゃ

う

よ

」

 

吉

規

は

マ

キ

の

右

手

を

優

し

く

下

げ

る

。

 

吉

規

の

リ

ュ

ッ

ク

を

漁

る

姿

を

、

手

摺

り

に

腰

を

掛

け

な

が

ら

眺

め

る

マ

キ

。 

 
 

 
 

○

千

駄

ヶ

谷

駅

付

近

の

高

架

下 

タ

イ

ト

ル

「

1
1

月

8

日

(

金

)

」 

壁

面

の

落

書

き

の

完

成

度

合

い

は

3

割

程

度

。 

マ

キ

は

吉

規

の

側

ま

で

近

寄

り

、

作

業

中

の
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吉

規

に

対

し

て

問

い

か

け

る

。

 

マ

キ

「

こ

れ

っ

て

い

い

ん

で

す

か

？

公

共

的

に

」

 
吉

規

「

ん

？

…
…

ダ

メ

だ

よ

」

 

マ

キ

「

ダ

メ

な

の

？

」

 

吉

規

「

…
…

ダ

メ

だ

よ

」

 

 

○

千

駄

ヶ

谷

駅

付

近

の

高

架

下

（

夕

） 

タ

イ

ト

ル

「

1
1

月

1
1

日

(
月

)

」 

壁

面

の

落

書

き

の

完

成

度

合

い

は
4

割

程

度

。 

吉

規

は

手

摺

り

に

腰

を

掛

け

て

い

る

マ

キ

に

対

し

て

ポ

ッ

キ

ー

を

差

し

出

す

。

 

吉

規

「

ポ

ッ

キ

ー

好

き

？

」

 

マ

キ

「

は

い

、

頂

き

ま

す

」

 

吉

規
「

…
…

好

き

か

ど

う

か

聞

い

て

い

る

ん

だ

け

ど

」 

 

○

千

駄

ヶ

谷

駅

付

近

の

高

架

下

（

夕

） 

タ

イ

ト

ル

「

1
1

月

1
2

日

(

火

)

」 

壁

面

の

落

書

き

の

完

成

度

合

い

は

6

割

程

度

。 

し

ゃ

が

み

な

が

ら

作

業

を

し

て

い

る

吉

規

と

同

じ

様

に

マ

キ

も

腰

を

下

げ

、
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マ

キ

「

そ

ん

な

も

ん

で

決

め

て

い

い

ん

で

す

か

？

」

 

吉

規

「

そ

ん

な

も

ん

だ

よ

。

あ

と

言

っ

と

く

け

ど

、

諦

め

の

意

味

の

そ

ん

な

も

ん

じ

ゃ

な

く

て

ね

」

 

 

○

千

駄

ヶ

谷

駅

付

近

の

高

架

下

（

夕

） 

タ

イ

ト

ル

「

1
1

月
1

3

日

(

水

)

」

 

壁

面

の

落

書

き

の

完

成

度

合

い

は

8

割

程

度

。 

マ

キ

と

吉

規

は

手

摺

り

に

腰

を

掛

け

な

が

ら

、

壁

画

を

見

て

い

る

。

 

吉

規

「

別

に

正

誤

を

見

極

め

た

い

わ

け

じ

ゃ

な

い

ん

だ

。
ど

ち

ら

か

と

言

う

と

整

合

性

を

見

定

め

た

い

」 

マ

キ

の

視

線

は

壁

画

か

ら

吉

規

の

眼

に

移

る

。 

吉

規

「

だ

か

ら

こ

そ

、

完

成

さ

せ

な

い

と

ね

」

 

 

○

千

駄

ヶ

谷

駅

付

近

の

高

架

下

（

夕

） 

タ

イ

ト

ル

「

1
1

月

1
4

日

(

木

)

」 

壁

面

の

絵

が

消

さ

れ

て

い

る

。

そ

し

て

、

壁

面

が

少

し

黒

ず

ん

で

い

る

。

 

消

え

た

壁

画

の

前

に

呆

然

と

立

ち

尽

く

す

マ

キ

と

吉

規

。
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マ

キ

「

あ

と

何

割

ほ

ど

…
…

で

す

か

？

」

 

吉

規

は

少

し

考

え

な

が

ら

、

 
吉

規

「
…

そ

っ

ち

は

？

」

 

マ

キ

「

…

あ

と
1

週

間

く

ら

い

」

 

吉

規

「

そ

う

…

。

俺

は

8

か

ら

0

か

も

ね

」

 

マ

キ

「

…
…

そ

う

？

私

に

は

結

構

い

い

作

品

に

も

見

え

ま

す

よ

」

 

吉

規

「

…
…

慰

め

？

」

 

マ

キ

「

ん

ー

ん

。

私

な

り

の

芸

術

の

解

釈

で

す

」

 

吉

規

が

ゆ

っ

く

り

、

マ

キ

の

顔

を

見

る

。
 

吉

規

「

貴

方

に

と

っ

て

の

芸

術

は

？

」

 

マ

キ

も

ゆ

っ

く

り

、
吉

規

の

顔

を

見

つ

め

る

。 

マ

キ

「

察

し

は

い

い

方

な

の

で

、

欲

し

い

言

葉

を

言

え

ま

す

け

ど

、

ど

っ

ち

が

い

い

で

す

か

？

」

 

マ

キ

は

口

角

を

上

げ

る

。

 

吉

規

は

マ

キ

の

表

情

を

確

認

し

た

後

、

一

度

伏

し

目

を

す

る

。
そ

の

後

、
マ

キ

を

見

つ

め

、

 

吉

規

「

…
…

じ

ゃ

ー

最

近

覚

え

た

本

音

ベ

ー

ス

の

方

を

お

願

い

で

き

る

？

」

 

（

了

）

 


